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◇
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
支
援
活
動
報
告 

去
る
十
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
教
区
仏
教
婦

人
会
連
盟
執
行
部
が
宮
城
県
名
取
市
の
仮
設
住
宅
を
訪
問
し
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
避
難
生
活
を
送
る
方
々
に
、
連
盟
単

位
会
の
協
力
で
集
め
た
富
山
県
産
の
新
米
を
お
届
け
し
た
。 

 

こ
の
支
援
活
動
は
、
津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

名
取
市
閖
上
地
区
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
方
が
避
難
生
活
を
送
る

愛
島
東
部
仮
設
住
宅
、
箱
塚
桜
仮
設
住
宅
を
対
象
に
、
教
区
仏

婦
独
自
の
活
動
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
今
年
で
四
回
目
。 

 
二
十
四
日
早
朝
、
執
行
部
五
人
と
事
務
局
一
名
の
計
六
名
で

高
岡
教
務
所
を
出
発
、
公
用
車
に
て
宮
城
県
名
取
市
へ
。 

 

初
日
は
名
取
市
最
大
規
模
の
仮
設
住
宅
群
で
あ
る
愛
島
東
部

仮
設
住
宅
に
向
か
い
、
五
キ
ロ
ご
と
に
小
分
け
さ
れ
た
富
山
県

産
の
新
米
を
、
執
行
部
が
一
軒
一
軒
訪
問
し
て
お
届
け
し
た
。 

 

す
で
に
四
度
目
の
訪
問
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
執
行
部
の
姿

を
見
て
「
毎
年
、
遠
い
所
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
声
掛
け
に
来
ら
れ
る
方
や
、「
お
米
は
何
よ
り
あ
り
が

た
い
で
す
」
と
涙
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
集
会
所
で
交
流
会
を
催
し
、
富
山
県
か
ら
持
っ
て

き
た
茶
菓
子
を
お
茶
う
け
に
、
交
流
を
深
め
た
。 

 

愛
島
東
部
仮
設
住
宅
は
現
在
九
十
三
世
帯
が
お
住
ま
い
で
あ

る
が
、
家
を
建
て
て
引
っ
越
し
さ
れ
る
人
も
多
く
、
仮
設
住
宅

内
で
出
来
上
が
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
つ
な
が
り
が
バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
も
話
の
中
で
何
度
も
挙
げ
ら
れ
、

「
こ
の
交
流
会
だ
け
が
仮
設
暮
ら
し
で
唯
一
の
楽
し
み
、
で
も

友
達
が
出
来
て
も
一
度
、
仮
設
を
出
て
行
っ
て
し
ま
う
と
縁
が

切
れ
て
し
ま
う
」
と
寂
し
さ
を
吐
露
さ
れ
る
方
も
。 

二
日
目
は
六
十
三
世
帯
が
お
住
ま
い
の
箱
塚
桜
仮
設
を
訪
問
、

お
米
を
お
配
り
し
た
後
は
、
東
北
教
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
主
催
の
茶
話
会
に
同
席
し
、
交
流
を
深
め
た
。 

「
五
年
半
経
っ
て
よ
う
や
く
あ
の
時
の
こ
と
が
話
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
前

置
き
し
て
お

話
し
さ
れ
た

あ
る
方
は
「
あ

の
時
避
難
警

報
が
出
て
、
み

ん
な
で
避
難

し
た
ん
だ
け

れ
ど
、
し
ば
ら

く
は
何
も
起

き
な
か
っ
た

の
で
、
多
く
の

人
が
家
に
荷

物
を
取
り
に

帰
っ
て
し
ま

っ
て
津
波
に

飲
み
込
ま
れ

た
。
私
は
足
が

悪
か
っ
た
の

で
避
難
所
に

残
っ
て
い
た

か
ら
助
か
っ

た
け
れ
ど
、
友
人
知
人
は
ほ
と
ん
ど
死
ん
で
、
残
っ
た
私
も

家
族
も
病
気
で
仮
設
住
宅
か
ら
出
ら
れ
な
い
状
況
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
、
助
か
っ
て
良
か
っ
た
ん
だ
か
悪
か
っ
た
ん
だ

か
・
・
・
そ
ん
な
思
い
が
頭
を
グ
ル
グ
ル
回
っ
て
い
て
、
一

人
き
り
に
な
る
夜
が
怖
い
で
す
」
と
思
い
を
述
べ
ら
れ
た
。 

お
話
を
伺
う
と
、
こ
の
箱
塚
桜
仮
設
は
年
度
末
に
か
け
て

ほ
と
ん
ど
の
人
が
引
っ
越
す
予
定
で
、
残
る
の
は
十
人
程
度

に
な
る
そ
う
で
あ
る
。
愛
島
東
部
・
箱
塚
桜
と
も
帰
り
の
見

送
り
の
際
に
は
、
名
残
惜
し
気
に
い
つ
ま
で
も
手
を
振
っ
て

お
ら
れ
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。 

 高
岡
教
区 
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平成２８年度 

教区賦課金(後期

分)納入について 

 

５月当初にお知らせ

致しました告知書の

通り今年度の教区賦

課金（後期分）の納入

期限は１２月２４日

（土）午前中迄となっ

ています。できるだけ

早期の納入をお願い

致します。 

 

◇
仏
青
連
盟
結
成
五
〇
周
年
記
念
の
集
い
に
二
十
三
名
が
参
加 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

～
伝
灯
奉
告
法
要
協
賛
～ 

十
月
九
日
、
仏
青
連
盟
結
成
五
十
周
年
記
念
の
集
い
が
西
本
願
寺
で
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
六
〇
〇
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
っ
た
。
高
岡
教
区
仏
教
青
年

会
（
福
田
慶
隆
会
長
）
で
は
、

今
回
、
五
十
周
年
記
念
の

集
い
が
専
如
ご
門
主
の
伝

灯
奉
告
法
要
の
翌
日
に
開

催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
前

日
の
法
要
に
参
拝
し
よ
う

と
、
一
泊
二
日
の
日
程
で

計
画
し
参
加
を
募
集
し
た

所
、
二
十
三
名
の
参
加
が

あ
っ
た
。 

八
日
午
前
に
高
岡
教
務

所
を
出
発
し
、
午
後
二
時

か
ら
行
わ
れ
る
伝
灯
奉
告

法
要
に
団
体
で
参
拝
し
た
。

法
要
で
は
、
本
願
寺
御
影

堂
と
阿
弥
陀
堂
の
両
堂
同

時
で
お
勤
め
が
行
わ
れ

「
正
信
偈
」
読
経
中
に
阿

弥
陀
堂
に
お
ら
れ
た
ご
門

主
様
が
御
影
堂
に
、
御
影

堂
に
お
ら
れ
た
前
門
様
が
阿
弥
陀
堂
へ
と
ご
転
座
（
移
動
）
し
た
。
そ
の
後
、

伝
灯
の
つ
ど
い
が
行
わ
れ
ご
門
主
夫
妻
と
敬
さ
ま
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
花
束

贈
呈
が
行
わ
れ
た
。
つ
ど
い
終
了
後
、
飛
雲
閣
・
書
院
を
拝
観
し
、
宿
泊
場
所

で
あ
る
お
宿
「
い
し
ち
ょ
う
」
へ
移
動
し
、
午
後
六
時
よ
り
、
夕
食
懇
親
会
を

行
な
っ
た
。
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
方
も
い
た
が
、
終
始
和
や
か
な
中
懇
親
会

が
進
み
、
終
了
後
は
各
自
自
由
行
動
で
部
屋
に
残
っ
た
り
、
夜
の
京
都
を
散
策

し
た
り
と
楽
し
ん
だ
。 

翌
日
の
五
〇
周
年
記
念
の
集
い
は
、
開
会
式
・
記
念
講
演
が
御
影
堂
で
行
わ

れ
、
大
会
実
行
委
員
長
で
あ
る
松
本
光
生
中
央
委
員
長
（
高
岡
教
区
）
が
、
ご

門
主
様
に
感
謝
の
言
葉
と
花
束
を
贈
っ
た
。
続
い
て
、
ネ
パ
ー
ル
開
教
地
の
ソ

ナ
ム
・
ワ
ン
デ
ィ
・
ブ
テ
ィ
ヤ
開
教
事
務
所
長
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
終

了
後
、
記
念
行
事
が
聞
法
会
館
と
北
境
内
地
休
憩
施
設
で
行
わ
れ
、
各
教
区
が

ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。
高
岡
教
区
は
、
縁
日
と
し
て
、
射
的
・
輪
投
げ
・
ス
ト

ラ
イ
ク
ナ
イ
ン
を
出
展
。
高
得
点
者
に
は
ド
ラ
え
も
ん
グ
ッ
ズ
や
高
岡
の
お

土
産
を
景
品
と
し
て
渡
し
た
。
ま
た
、
仏
婦
・
仏
壮
・
少
年
連
盟
や
ス
カ
ウ
ト

の
各
団
体
の
出
展
協
力
や
ナ
ム
ナ
ム
ガ
ー
ル
ズ
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
龍
谷
大
学

大
学
院
実
践
真
宗
科
の
有
志
が
立
ち
上
げ
た
、『
と
も
し
え
』
に
よ
る
影
絵
が

同
時
刻
に
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
聞
法
会
館
や
北
境
内
地
休
憩
施
設
そ
れ
ぞ
れ

の
会
場
に
足
を
運
ん
だ
。
盛
大
な
中
、
午
後
六
時
半
に
終
了
し
た
。 

近
年
、
仏
青
活
動
の
参
加
者
が
減
少
し
て
い
く
中
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
声
を

か
け
た
今
回
の
『
つ
ど
い
』
は
、
仏
青
活
動
を
活
性
化
し
た
い
各
教
区
の
仏
青

に
と
っ
て
、
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
高
岡
教
区
と
し
て
も

活
性
化
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
何
が
で
き
る
か
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

◇
高
岡
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
代
表
者
伝
灯
奉
告
法
要
参
拝 

去
る
十
月
二
十
二
日
、
高
岡
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
代
表
者
七
名
が
全
国
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平成２８年度 

教区賦課金(後期

分)納入について 

 

５月当初にお知らせ

致しました告知書の

通り今年度の教区賦

課金（後期分）の納入

期限は１２月２４日

（土）午前中迄となっ

ています。できるだけ

早期の納入をお願い

致します。 

 

各
地
か
ら
の
参
拝
団
と

と
も
に
御
影
堂
に
て
伝

灯
奉
告
法
要
に
参
拝
し

た
。 厳

か
な
雰
囲
気
の
な

か
、
ご
門
主
様
の
御
導
師

に
よ
り
「
奉
讃
伝
灯
作

法
」
が
お
勤
ま
り
に
な

り
、
阿
弥
陀
堂
・
御
影
堂

に
読
経
の
声
が
響
い
た
。 

ま
た
、
法
要
後
、
全
国

仏
壮
連
盟
会
員
に
よ
る

懇
親
会
が
京
都
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て

行
わ
れ
、
全
国
の
各
仏
壮

連
盟
よ
り
持
ち
寄
っ
た

地
酒
に
て
会
員
同
士
の

親
睦
を
図
っ
た
。 

  

 

      

                                

高岡会館報恩講お初夜「親鸞聖人を語る夕べ」 

期 日  １１月２５日（金）午後７時～９時 

 ※午後６時より「うどん」のお斎があります 

内 容  第１部 音楽法要（宗祖讃仰作法） 

第２部 ご講演 

     テーマ「今どきの若者」とみ教えー宗教教育の現場からー 

     ご講師 鷺森昭見氏（高岡龍谷高校教諭・氷見西組浄善寺住職） 
（詳しくは同封のチラシをご覧下さい。） 

 

 
西本願寺高岡会館 報 恩 講 法 要 の ご 案 内 

○下記の通り高岡会館の報恩講を勤めます。お誘いあわせてお参りください。  

日 時：１１月２６日（土） 日中―午前１０時・逮夜―午後１時半  

布 教：  池 内 瑞 雄   師（射水市中央町圓徳寺住職）  

講 題： 『 願 い の も と を 聞 く 』 

※お昼にお斎（お弁当）を準備しております。午前・午後あわせてお参

りください。 
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☆高岡教務所では今年度もカレンダ一の注文を受け承ります☆ 

○お電話（０７６６－２２－０８８７）で注文頂ければご寺院宛に配達を致します。 

 ※担当の高島までご連絡ください。 
 

法語カレンダー   ・・・１５０円 ほのぼのカレンダー ・・・１５０円 

月々のことば    ・・・７００円 心に響くことば   ・・・１２０円 

 

 

 ▽第３回寺院女性会連盟研修会のお知らせ▽ 

「沢 知恵 弾き語りコンサート」 

日 時：12月 3日（土）午後1時    開場 

            午後 1時 30分 開会 

会 場：西本願寺高岡会館１F礼拝堂 

参加費：１，５００円（チケットは各組寺院女性会連盟役員へお尋ねください。） 

☆宗会議員選挙について☆ 

 

来る１２月中に、宗会議員の任期満了（僧侶：１２月８日（木）、門徒：１２月

１１日（日））を迎えるにあたり、総選挙が実施されます。 

すでに、僧侶宗会議員の任期満了に伴う総選挙を、２０１６（平成２８）１２

月１１日（日）に施行し、その立候補受付日を２０１６（平成２８）年１１月２６

日（土）とする旨の宗告が発布されましたので、お知らせいたします。 

 つきましては、西本願寺高岡会館１階礼拝堂にて、１１月１５日（火）午後３

時より立候補予定者事前説明会を開催いたします。 

  

現在、門徒宗会議員の任期満了に伴う総選挙については、宗告が発布されてお

りませんので具体的な日程は宗告が発布されてから、組長を通じご連絡させてい

ただきます。 

ご不明な点がございましたら、地方選挙管理委員会（高岡教区教務所）までお

問い合わせください。 
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◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

浄
土
真
宗
と
民
主
主
義 

政
務
活
動
費
の
不
正
受
給
問
題
で
十
二
人
が
辞
職
し
た
富
山
市
議
会
議
員

の
問
題
は
、
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
世
界
で
も
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
、
大
き
く
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
様
々
な
紆
余
曲
折
を
経
て
、
今
月
六

日
、
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
あ
れ
だ
け
大
き
な
問
題
を
露
呈
し
、

県
内
外
を
問
わ
ず
大
き
な
論
議
を
巻
き
起
こ
し
た
事
件
に
も
関
わ
ら
ず
、
蓋

を
開
け
て
み
れ
ば
「
投
票
率
二
十
七
％
弱
」「
辞
職
者
が
一
番
多
か
っ
た
最

大
会
派
の
過
半
数
維
持
」
と
い
う
、
全
く
盛
り
上
が
ら
な
い
結
果
で
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
報
道
で
は
「
候
補
者
が
多
く
誰
に
投
票
し
て
い
い
か
分

か
ら
な
か
っ
た
の
で
は
？
」「
政
治
不
信
か
ら
投
票
し
な
か
っ
た
人
も
多
か

っ
た
」
と
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
ん
に
せ
よ
消
化
不
良
の
感
は

否
め
ま
せ
ん
。
私
自
身
は
今
回
の
選
挙
の
投
票
権
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
し

「
他
所
さ
ま
の
事
を
と
や
か
く
言
う
」
の
は
憚
ら
れ
る
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
問
題
の
質
を
考
え
た
と
き
に
「
果
た
し
て
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の

か
？
」
と
い
う
大
き
な
疑
念
が
残
り
ま
し
た
。
既
に
議
員
か
ら
「
政
活
費
問

題
は
一
区
切
り
つ
い
た
」
と
の
声
が
出
て
い
る
の
を
聞
く
と
、
な
お
さ
ら
の

思
い
で
す
。 

今
回
の
富
山
市
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
国
内
の
様
々
な
選
挙
で

も
、
ま
た
米
国
大
統
領
選
や
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
な
ど
を
見
て

も
、
様
々
な
場
面
で
こ
の
「
政
治
不
信
」
が
大
き
な
流
れ
を
作
っ
て

い
る
様
な
気
が
し
ま
す
。
特
に
日
本
の
場
合
は
「
政
治
＝
お
上
（
カ

ミ
）
」
と
い
う
捉
え
方
が
根
強
く
、
こ
れ
ま
で
複
雑
で
厄
介
な
問
題
に

は
「
触
ら
ぬ
カ
ミ
に
祟
り
無
し
」
、
結
果
「
お
ま
か
せ
民
主
主
義
（
当

事
者
で
な
ん
と
か
し
て
く
れ
）
」
が
横
行
し
、
例
え
ば
先
の
補
欠
選
挙

の
様
な
事
を
繰
り
返
し
て
い
る
様
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
こ
れ
で
は
、
「
有
権
者
の
意
識
低
下
→
政
治
の
劣
化
→
政
治
不
信
」

と
い
う
負
の
連
鎖
は
避
け
が
た
い
こ
と
で
し
ょ
う
。 

先
日
、
他
教
区
の
知
人
か
ら
「
自
教
区
だ
け
で
な
く
全
国
的
に
も

宗
会
選
挙
へ
の
関
心
が
全
く
高
ま
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
話
し
を
聞

き
ま
し
た
。
理
由
を
聞
く
と
「
四
年
前
の
宗
法
改
定
に
よ
っ
て
宗
会

議
員
の
役
割
や
権
限
が
低
下
し
、
地
元
で
の
存
在
意
義
が
薄
ま
っ

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
教
団
の
重
要
課
題
へ
の
共
有
感
、
参
画
意
識

も
希
薄
化
し
て
い
る
」
と
の
答
え
で
し
た
。
確
か
に
、
「
第
十
回
宗
勢

基
本
調
査
」
を
見
れ
ば
、
新
体
制
移
行
に
対
し
て
大
半
（
五
七
％
）

が
「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
受
け
止
め
で
あ
り
、
知
人
の
言
う

通
り
な
の
か
と
も
思
い
ま
し
た
。 

一
方
、
同
じ
「
第
十
回
宗
勢
基
本
調
査
」
に
あ
る
「
宗
門
へ
の
期

待
」
で
は
、
「
人
々
の
苦
悩
に
応
え
る
（
四
八
％
）
」
「
社
会
の
動
き
に

対
応
（
三
五
％
）
」
「
現
代
に
対
応
す
る
教
学
の
確
立
（
二
八
％
）
」
が

要
望
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
へ
の
具
体
的
取
り
組
み
は
、
ま
さ

に
政
治
課
題
で
す
。
こ
の
様
な
重
要
課
題
が
、
あ
る
日
、
突
然
、
お

上
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
訳
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
課
題
認
識
と
運
動
へ
の
参
画
、
そ
し
て
選
挙
を
始
め
と
し

た
政
治
へ
の
意
識
を
持
ち
続
け
る
、
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。 

お
釈
迦
様
の
時
代
、
出
家
者
の
共
同
体
「
サ
ン
ガ
」
は
既
に
、
社

会
的
平
等
、
資
源
の
共
有
、
民
主
的
プ
ロ
セ
ス
を
有
し
て
い
た
と
聞

き
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ

す
」
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

【
高
岡
教
区
教
区
主
幹 

浜
野
信
宏
】 
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ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
◎毎週土曜日（本 山 制 作）午前 6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 

◎11／26（土）：高田 篤敬氏 

（本願寺派布教使・岐阜県蓮教寺住職） 

「未    定 」  

□11／27（日）：未   定 

（富山教区） 

◎12／３（土）：池田 惠俊氏 

（滋賀県長安寺住職） 

「未    定 」  

◎12／10（土）：池田 惠俊氏 

（滋賀県長安寺住職） 

「未    定 」  

□12／11（日）：未  定 

（高岡教区） 

◎12／17（土）：池田 惠俊氏 

（滋賀県長安寺住職） 

「未    定 」  

◎12／24（土）：池田 惠俊氏 

（滋賀県長安寺住職） 

「未    定 」  

【西本願寺高岡会館１２月の常例法座】 

ご講師：杉 谷  淳 志 氏 

（高岡教区川上組瑞泉寺） 

ご講題：『「分別 」ってどう読みますか？』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、２

時からお正信偈六首引のお勤めです。ど

うぞお誘いあわせてお参りください。  

【西本願寺高岡会館５月の常例法座】 

ご講師：   小 川 眞 理 子  氏 

（ 岐 阜 教 区 ・ 等 光 寺 ） 

ご講題：『 御 同 朋 の ね が い 』  
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どう

ぞお誘いあわせてお参りください。  

   ◇これからの日程（11/15～12/23）◇  

 11 月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

 

15 

 

 

16 

17 

20 

21 

22 

24 

25 

26 

 

 

30 

 

12 月 

3 

5 

 

7 

 

8 

11 

13 

14 

19 

20 

23 

僧侶宗会議員立候補予

定者事前説明会 

音楽習礼 

特別委員会 

 

 

聖典セミナー 

 

音楽習礼 

親鸞聖人を語る夕べ 

会館報恩講 

僧侶宗会議員立候補者

締切 

 

 

 

 

団参組担当者会議 

 

 

 

 

寺青実践研修会 

 

常例法座 

組長会 

連研のための研修会 

 

 

 

 

 

仏婦執行部会 

福光教堂報恩講（～21） 

 

いろは塾 

 

 

 

 

 

長寿苑ビハーラ活動 

コーラス（夜） 

 

寺院女性会研修会 

仏婦常任会・単位会長会

議 

講社連盟もち米進納 

雨晴苑ビハーラ活動 

仏壮理事会 

 

コーラス（昼） 

 

 

 

ほとけの子どものつどい 

（福光教堂）予定  

     

     

      

☆お知らせ☆ 

『法輪せんべい』販売について 

お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがでし

ょうか。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さい。 

一袋二枚入りで価格は次の通り 

・特大箱（１７５袋）８，３００円 

・大 箱 （３６袋）２，３００円 

・１ 組 （１０袋）   ５００円 

お申込み先は・・・高岡市東上関４４６ 高岡教務所内 

（寺族青年会担当） 

Tel.(050)5587-7708（代表）  

Fax.(0766)21-5152      

 


